
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
臼杵市立臼杵南小学校

理科における対話

学びを深める対話力と学びの足跡が見えるノート指導

〇校内研究では、理科において「対話を通して探究活動を楽
しむ児童の育成」に取り組んでいる。

〇対話場面では、対話の視点となる「キーワード」を提示する
等をして、同じ土台で対話ができるよう試みている。

〇学年段階で取り組む対話力の指針（ステップアップ表）を設
定し、他教科でも意識して取り組むようにしている。

ノート集会

〇ノート作りでは、学年や教科に応じたノート指導をしている。

〇理科では、学習の流れに沿ったノート作りをし、学年によっ
て重点を決めている。

〇ノート集会は学期に１回実施。

〇縦割り班でノートを持ち寄り、良いところ、真似したいところ
を見つけて、付箋に書きわたす。

〇ノート集会で提示する共通視点は、次の３点である。
①余白を残し、１マスに１字書く。
②使う色は3色まで。
③定規を使って線を引く。

学期のはじめに

指導し、いつでも
振り返られるよう
にロイロノート資
料箱に入れてい
る。
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